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　自分の安全が確保された後に、周りの方と助け合うこ
とです。
　いざという時に一人ひとりがバラバラの行動をとって
いたのでは、せっかくの活動も十分な力を発揮すること
はできません。自分たちの住む地域は自分たちで守ると
いう、自主防災の気持ちが大切です。
　被害を最小限に食い止めるため、地域で防災訓練を計
画し、実施しましょう。

一昨年に続いての開催。地区民60人あまりが参加して、救急車を呼ぶ際の通報訓練、
初期消火訓練、簡易担架作成訓練、心肺蘇生訓練などを行いました。

報

市県民税、国民健康保険税、介護保険料、保育
料、認定こども園利用料、給食費、住宅等使用
料、水道料金、農業集落排水施設使用料、下水
道使用料、浄化槽使用料、ケーブルテレビ使用
料、養護老人ホーム入所負担金、やすらぎ団地
土地使用料、市営駐車場使用料、市有地貸付料

市県民税 国民健康保険税 介護保険料 保育

　写真は、犬飼町田原の小野勝教さん宅の
キモッコウバラ。約４５年前に植えられ、
奥さまの多津子さんが丁寧に株分けを。今
では幅約３０mほどとなっており、その光
景はまるで黄色の滝のよう。
　毎年４月下旬から３週間ほど可憐に花
を咲かせます。

　写真は、犬飼町田原の小野勝教さん宅の
キモッコウバラ。約４５年前に植えられ、
奥さまの多津子さんが丁寧に株分けを。今
では幅約３０mほどとなっており、その光
景はまるで黄色の滝のよう。
　毎年４月下旬から３週間ほど可憐に花
を咲かせます。

納税等のご案内

納期限（口座振替日）　７月１日（月）
※ケーブルテレビ使用料６月26日（水）
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ケーブルテレビの相談については、大分ケーブルテレコム㈱カスタマーセンター（☎0974-24-5023）までご連絡を!24時間受付
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き
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アケボノツツジが見頃を迎え、登山者の疲れを癒してくれる
（祖母山、黒金尾根登山道にて）

傾山の登山者最高齢者の田中安正さん（佐伯市）。御年89歳、ご苦労さまでした。

5月3日 「祖母山」山開き

4月29日 「傾山」山開き

山
頂
に
響
く 

万
歳
三
唱
の
声

い
よ
い
よ
到
来
! 

登
山
シ
ー
ズ
ン
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▲4月29日に行われた三重町松尾地区 防災訓練のようす

皆さんの身の回りのキラリ人をご紹介ください。
問総務課 秘書広報係　☎0974-22-1001（内線2413） 市内無料電話9-22-1001（内線2413）

問い合わせ先　総務課 地域安全係 ☎0974-22-1001（内線2409）　市内無料電話 ☎9-22-1001（内線2409）

▲お手柄の愛犬マルと微笑むふじ代さん

　災害発生時は、まずは自分の身は自分で守ることが一番重要です。「防災のしお
り」を定期的にご覧いただき、いざという時の備えをお願いします。また、普段から
家族で防災について話し合いましょう。

災害への備えは
　　　万全ですか？
｢どこに避難する？｣｢家のまわりの危険区域は？｣

｢隣の家のおじいちゃん、おばあちゃんは
　　　　　　　　　　　　　　大丈夫かな？｣

自助…自らの安全は自分で守る

共助…私たちの地域はみんなで守る

集中豪雨・台風

ラリ人ラリ人
白石ふじ代さん 愛犬マル

（三重町小坂在住）

　今月号で紹介するキラリ人、そしてキラリ犬は、三重町小坂の白石ふ
じ代さんと愛犬マルです。
　マルが白石家に来たのは4年前頃。友人からもらったそうで、ふじ代
さんとの毎朝の散歩が日課となっています。
　５月６日の早朝、いつものように、いつものコースをマルと散歩して
いた時のことです。杉林を横目に歩いていたのですが、突然、マルがコ
ースをＵターン。ふじ代さんも不思議に思いながらもマルに引っ張ら
れあとをついていくと、切り株がある場所でマルが止まりました。ふじ
代さんが覗き込んで見ると、ポイ捨てされたタバコから煙があがって
おり、徐々にバチバチと音をたて
炎が燃え広がりました。ふじ代さ
んが持っていたペットボトルの
水をかけても消えず、運良く近く
の墓地の共同水栓の水を利用し
て消火することができました。
　｢あの時、マルが戻っていなか
ったら、私も火に気づくこともな
かったと思います｣と語るふじ代
さん、マルのお手柄はご近所でも
評判となっているようです。

白石ふじ代白白白石石石ふふふ 代代代代じじ さんんさん 愛犬マル愛愛愛犬犬犬ママルマ

ラリ犬

　４月２９日に傾山の、５月３日に祖母山の山開きが行われ、
両日とも晴天に恵まれたおかげで、たくさんの登山者で賑わ
いました。山頂祭で今シーズンの安全を祈願し、登頂の喜びを
祝って万歳三唱。皆さんの笑顔とともに歓声が響きわたりま
した。
　いよいよ登山シーズン到来です。安全・体調管理には十分
注意し、夏山を楽しみましょう。

豊後
大野
の

ここ消せ｢ワンワン！｣お手柄わんちゃん じじじじじじじ



４
月
14
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
豊
後
大
野
市
長
選
挙
の

結
果
、現
市
長
の
橋
本
祐
輔
氏
が
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、２
期
目
の
橋
本
市
政
の
取

組
、政
策
理
念
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

橋
本
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
豊
後
大
野
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、各

方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
持
を
賜
り
、２
期

目
の
市
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
政
治
信
条
で
あ
り
ま
す「
一
メ
ー
ト

ル
か
ら
の
民
主
主
義
」を
基
本
に
、引
き
続

き
多
く
の
皆
さ
ま
と
真
摯
に
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、本
市
の
更
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

２
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、以
下
の
６
つ

の
政
策
理
念
を
掲
げ
、公
約
実
現
に
向
け
て

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
安
心
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
」

合
併
特
例
期
間
の
10
年
が
終
了
す
る
平

成
26
年
度
ま
で
残
り
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
協
働
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
段
階
へ
移
し
ま

す
。

ま
た
、豊
後

大
野
市
の
元

気
は
、集
落
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
元
気

な
く
し
て
は

成
り
立
ち
ま

せ
ん
。地
域
包

括
交
付
金
制

度
な
ど
を
新

設
し
、地
域
の

皆
さ
ま
と
共

に
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。同
時
に

「
地
域
担
当
職
員
制
度
」の
充
実
を
図
る
と

共
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、地
域
の
中
に
積

極
的
に
入
っ
て
い
き
、地
域
の
課
題
を
一
緒

に
な
っ
て
探
り
、そ
し
て
解
決
策
を
見
出
す

こ
と
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、介
護
保
険
料
の
適
正
化
を
は
じ
め

健
康
長
寿
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。医
療
、

福
祉
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
は
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
基

づ
い
て
、地
域
、行
政
、そ
し
て
議
会
が
一
緒

に
な
っ
て
安
全
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て
の
農

林
畜
産
業
の
振
興
」

昨
年
度
、「
豊
後
大
野
市
農
業
振
興
協
議

会
」が
発
足
し
、市
内
農
業
振
興
に
関
わ
る

関
係
機
関
と
県
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
む
体
制
が
整
い
ま
し
た
。今
後

は
、生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、

農
林
畜
産
業

経
営
の
確
立

を
図
る
と
と

も
に
、ジ
オ
パ

ー
ク
構
想
と

も
併
せ
、市
の

ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
特

に
、販
売
戦
略

に
力
を
入
れ
、豊
後
大
野
市
の
基
幹
産
業
と

し
て
、さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

「
中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進
」

　

中
九
州
横
断
道
路
に
つ
い
て
は
、朝
地
イ

ン
タ
ー
が
平
成
26
年
度
中
に
供
用
開
始
予

定
で
す
。こ
の
完
成
に
よ
り
、朝
地
町
か
ら

大
分
市
ま
で

移
動
が
１
時

間
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

こ
の
利
点
を

セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
有

効
な
戦
略
を

立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
企

業
誘
致
で
す

が
、遊
休
公
有
財
産
や
高
速
情
報
網
を
生
か

し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
I
T
関
連
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス（
注
１
）等
の
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
分
市
へ
の
通
勤
可
能
圏
で
あ
る

こ
と
か
ら
、定
住
促
進
を
目
指
し
、若
者
が

購
入
し
や
す
い
地
元
産
材
を
利
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
住
宅
の
開
発
に
つ
い
て
、大
学
等

の
研
究
機
関
、民
間
等
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
い
た
し
ま
す
。併
せ

て
、有
利
な
融
資
、地
域
フ
ァ
ン
ド（
注
２
）の

創
設
等
も
検
討
し
ま
す
。

（
注
１
）企
業
ま
た
は
団
体
の
本
拠
か
ら
離
れ
た
所

に
設
置
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。

（
注
２
）自
治
体
や
地
方
銀
行
な
ど
が
出
資
し
て
作

る
投
資
を
目
的
と
し
た
組
織
の
こ
と
。

「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
」

　

い
よ
い
よ
本
年
度
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。豊
後
大
野
市
を
全
国
に
売
り
出

す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、体
制
を
整

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
の
手

法
と
し
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設
立
、観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
、グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

悠
久
の
昔
に
造
ら
れ
た
ジ
オ
遺
産
を
本

市
の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
、全
国
に
売

り
出
し
、観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

「
芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

が
躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　
「
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、そ
の
主
人
公
と
な
る
市
民
の
皆
さ
ま

の
、心
と
体
の
健
康
が
大
前
提
で
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま
が
自
ら
進

ん
で
学
習
し
た
り
、運
動
し
た
り
す
る
た
め

の
環
境
、す
な
わ
ち
社
会
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
協
働
」の
取

組
と
併
せ
、公

民
館
の
あ
り

方
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、次
世

代
を
担
う
子

ど
も
達
が
、健

康
で
の
び
の

び
と
成
長
す
る
環
境
の
整
備
を
地
域
社
会

と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。今
後
も
、教
育
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
T
R
Y（
ト
ラ
イ
）運
動
を
始
め

と
す
る
各
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

「
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、

遊
休
公
有
地
を
利
活
用
し
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
」

　

自
主
財
源
を
生
む
手
段
と
し
て
、行
財
政

改
革
の
利
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ま
す
し
、こ
れ
ま
で
全
地
区
で
行
っ
て
き
ま

し
た
自
治
会
行
政
連
絡
会
で
も
ご
提
案
い

た
だ
き
ま
し
た
、「
削
減
だ
け
で
な
く
、増
収

の
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
意
見
に

沿
う
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、

補
正
予
算
の

編
成
に
向
け

て
準
備
を
進

め
、
議
会
の

承
認
を
得
て

建
設
へ
向
け

て
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、

豊
後
大
野
市

が
保
有
す
る
資
源
を
最
大
限
活
用
で
き
る

よ
う
太
陽
光
以
外
の
発
電
事
業
に
も
企
業

誘
致
を
含
め
積
極
的
に
展
開
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
上
、６
つ
が
私
の
２
期
目
の
政
策
理
念

で
あ
り
ま
す
。

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

｢

豊
後
大
野
市
は
一
つ｣

を
胸
に
市
政
運
営

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
あ
い
さ
つ
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

橋
本
市
政
２
期
目
の
舵
取
り
が
今
、
始
ま
る

橋
本
市
政
２
期
目
の
舵
取
り
が
今
、
始
ま
る

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
の
挑
戦
と
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４
月
14
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た

任
期
満
了
に
伴
う
豊
後
大
野
市
長
選
挙
の

結
果
、現
市
長
の
橋
本
祐
輔
氏
が
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、２
期
目
の
橋
本
市
政
の
取

組
、政
策
理
念
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

橋
本
市
長
就
任
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
の
豊
後
大
野
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、各

方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
持
を
賜
り
、２
期

目
の
市
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
政
治
信
条
で
あ
り
ま
す「
一
メ
ー
ト

ル
か
ら
の
民
主
主
義
」を
基
本
に
、引
き
続

き
多
く
の
皆
さ
ま
と
真
摯
に
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、本
市
の
更
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

２
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、以
下
の
６
つ

の
政
策
理
念
を
掲
げ
、公
約
実
現
に
向
け
て

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
安
全
安
心
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
」

合
併
特
例
期
間
の
10
年
が
終
了
す
る
平

成
26
年
度
ま
で
残
り
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
行
財
政
改
革
を

さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、「
協
働
」
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
段
階
へ
移
し
ま

す
。

ま
た
、豊
後

大
野
市
の
元

気
は
、集
落
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
元
気

な
く
し
て
は

成
り
立
ち
ま

せ
ん
。地
域
包

括
交
付
金
制

度
な
ど
を
新

設
し
、地
域
の

皆
さ
ま
と
共

に
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。同
時
に

「
地
域
担
当
職
員
制
度
」の
充
実
を
図
る
と

共
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、地
域
の
中
に
積

極
的
に
入
っ
て
い
き
、地
域
の
課
題
を
一
緒

に
な
っ
て
探
り
、そ
し
て
解
決
策
を
見
出
す

こ
と
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、介
護
保
険
料
の
適
正
化
を
は
じ
め

健
康
長
寿
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。医
療
、

福
祉
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
は
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」に
基

づ
い
て
、地
域
、行
政
、そ
し
て
議
会
が
一
緒

に
な
っ
て
安
全
安
心
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
日
本
の
食
糧
基
地
と
し
て
の
農

林
畜
産
業
の
振
興
」

昨
年
度
、「
豊
後
大
野
市
農
業
振
興
協
議

会
」が
発
足
し
、市
内
農
業
振
興
に
関
わ
る

関
係
機
関
と
県
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
む
体
制
が
整
い
ま
し
た
。今
後

は
、生
産
か
ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、

農
林
畜
産
業

経
営
の
確
立

を
図
る
と
と

も
に
、ジ
オ
パ

ー
ク
構
想
と

も
併
せ
、市
の

ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
特

に
、販
売
戦
略

に
力
を
入
れ
、豊
後
大
野
市
の
基
幹
産
業
と

し
て
、さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

「
中
九
州
横
断
道
路
を
生
か
し
た

産
業
集
積
と
定
住
促
進
」

　

中
九
州
横
断
道
路
に
つ
い
て
は
、朝
地
イ

ン
タ
ー
が
平
成
26
年
度
中
に
供
用
開
始
予

定
で
す
。こ
の
完
成
に
よ
り
、朝
地
町
か
ら

大
分
市
ま
で

移
動
が
１
時

間
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

こ
の
利
点
を

セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
に
有

効
な
戦
略
を

立
て
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
ず
は
企

業
誘
致
で
す

が
、遊
休
公
有
財
産
や
高
速
情
報
網
を
生
か

し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
I
T
関
連
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス（
注
１
）等
の
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、大
分
市
へ
の
通
勤
可
能
圏
で
あ
る

こ
と
か
ら
、定
住
促
進
を
目
指
し
、若
者
が

購
入
し
や
す
い
地
元
産
材
を
利
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
住
宅
の
開
発
に
つ
い
て
、大
学
等

の
研
究
機
関
、民
間
等
を
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
い
た
し
ま
す
。併
せ

て
、有
利
な
融
資
、地
域
フ
ァ
ン
ド（
注
２
）の

創
設
等
も
検
討
し
ま
す
。

（
注
１
）企
業
ま
た
は
団
体
の
本
拠
か
ら
離
れ
た
所

に
設
置
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
の
こ
と
。

（
注
２
）自
治
体
や
地
方
銀
行
な
ど
が
出
資
し
て
作

る
投
資
を
目
的
と
し
た
組
織
の
こ
と
。

「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
等
の
推
進
に
よ
る
地
域

振
興
と
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
」

　

い
よ
い
よ
本
年
度
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。豊
後
大
野
市
を
全
国
に
売
り
出

す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、体
制
を
整

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
の
手

法
と
し
て
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設
立
、観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
、グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

悠
久
の
昔
に
造
ら
れ
た
ジ
オ
遺
産
を
本

市
の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
、全
国
に
売

り
出
し
、観
光
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

「
芸
術
・
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

が
躍
動
す
る
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　
「
協
働
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、そ
の
主
人
公
と
な
る
市
民
の
皆
さ
ま

の
、心
と
体
の
健
康
が
大
前
提
で
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま
が
自
ら
進

ん
で
学
習
し
た
り
、運
動
し
た
り
す
る
た
め

の
環
境
、す
な
わ
ち
社
会
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
協
働
」の
取

組
と
併
せ
、公

民
館
の
あ
り

方
も
検
討
し

て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、次
世

代
を
担
う
子

ど
も
達
が
、健

康
で
の
び
の

び
と
成
長
す
る
環
境
の
整
備
を
地
域
社
会

と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。今
後
も
、教
育
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
T
R
Y（
ト
ラ
イ
）運
動
を
始
め

と
す
る
各
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

「
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、

遊
休
公
有
地
を
利
活
用
し
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
」

　

自
主
財
源
を
生
む
手
段
と
し
て
、行
財
政

改
革
の
利
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ま
す
し
、こ
れ
ま
で
全
地
区
で
行
っ
て
き
ま

し
た
自
治
会
行
政
連
絡
会
で
も
ご
提
案
い

た
だ
き
ま
し
た
、「
削
減
だ
け
で
な
く
、増
収

の
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
意
見
に

沿
う
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、

補
正
予
算
の

編
成
に
向
け

て
準
備
を
進

め
、
議
会
の

承
認
を
得
て

建
設
へ
向
け

て
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、

豊
後
大
野
市

が
保
有
す
る
資
源
を
最
大
限
活
用
で
き
る

よ
う
太
陽
光
以
外
の
発
電
事
業
に
も
企
業

誘
致
を
含
め
積
極
的
に
展
開
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
上
、６
つ
が
私
の
２
期
目
の
政
策
理
念

で
あ
り
ま
す
。

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

♦

｢

豊
後
大
野
市
は
一
つ｣

を
胸
に
市
政
運
営

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
市
民
の
皆
さ

ま
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
あ
い
さ
つ
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
決
意
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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　５月１日、改選後初の議会臨時会が開会されました。
正副議長選挙は指名推選で行われ、議長に小野泰秀氏、
副議長に小野順一氏が選出されました。
　また、市議会議員の中から選任する監査委員として、
首藤正光氏が選任されました。
※就任あいさつ、各委員会の構成等などについては、市報６月号
　と同時に配付される予定の「市議会だより臨時号」をご覧くだ
　さい。

５月１日、JAおおいた豊後大野事業部営農管理センターにて豊後大野

市畜産センター開所式が多くの来賓、関係者が出席するなか執り行われ

ました。

　この畜産センターは畜産農家と飼養頭数の増、および収益の向上を目

指して発足。市農業振興課畜産振興係とJAおおいた豊後大野事業部農畜

産課が一体となって豊後大野市の畜産振興を強力に推進するための業

務が開始されます。

　開所にあたって｢農業を取り巻く環境は厳しいですが、畜産センター

を拠点に攻める農業、肉用牛振興に、生産者、JA、行政関係機関が一致団

結して取り組んでまいります｣と市長からあいさつが述べられました。

議長に小野泰秀氏、
副議長に小野順一氏

官民一体となって畜産振興を強力に推進

豊後大野市畜産センター開所式

豊後大野市畜産センター 組織図

豊後大野市長
豊後大野事業部統括事業本部長

豊後大野事業部事業副部長

農畜産課長
農業振興課長

豊後大野市畜産センター

市 JA

副
セ
ン
タ
ー
長

兼
畜
産
振
興
課
長

畜
産
振
興
係
①

畜
産
振
興
係
②

畜
産
振
興
係
③

畜
産
振
興
係
④

畜
産
指
導
係
①

畜
産
指
導
係
②

畜
産
指
導
係
③

畜
産
指
導
課
長

畜
産
指
導
係
④

臨
時
職
員

豊後大野市畜産センター長

問豊後大野市畜産センター　☎0974-22-2153　FAX 0974-22-8666
　　　　　　　　　　　　　住所：三重町芦刈965番地20（ＪＡおおいた豊後大野事業部営農管理センター内）

▲第10回全国和牛能力共進会 第１区　農林水産大臣賞 光星
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　無人ヘリコプターによる水稲防除の申し込みについ
て、農業共済組合員については共済部長を通じて申込書
を配布いたしますが、組合員以外の方については個人受
付となります。申込書は、農林業振興公社または各支所産
業建設係（三重町は農業振興課）に準備していますので、
7月5日（金）までに申し込みをお願いします。

豊後大野市農林業振興公社　☎0974-34-4744問い合わせ先

問い合わせ先

無人ヘリコプターによる
　水稲防除の申し込みについて
無人ヘリコプターによる
　水稲防除の申し込みについて
無人ヘリコプターによる
　水稲防除の申し込みについててててて

農林整備課 整備係 ☎0974-22-1001（内線2337）市内無料電話9-22-1001（内線2337）または支所産業建設係

梅雨前線・台風シーズン到来梅雨前線・台風シーズン到来
　これからの季節は、梅雨前線による長雨や台風が多く発生することが
予想されます。日頃から災害への対策を万全にしておく事が大切です。
　土砂災害は、長雨や台風が引き金となって起こるケースがほとんどで
す。1時間に20ミリ以上の雨が降ったり、降り始めからの雨量が100ミリ
を超えたら危険信号だと言われています。テレビなどの気象情報に注意
しましょう。また、突発的に起こるのも土砂災害の特徴です。普段からの
心構えとして、いざという時のために避難する場所やそこまでの経路を、
あらかじめ家族や地域で決めておいた方が良いでしょう。

☆農地とは、水田や畑で耕作できる土地（保全管理地含む）のことです。
☆農業用施設とは、ため池、頭首工、用・排水路、揚水機、農道などで2戸以上が共同で利用している
　ものです。（維持管理状況写真が必要となります。）但し、農道については有効幅員が1.2メートル以上です。

耕地災害復旧事業の申請は耕地災害復旧事業の申請は

　災害復旧事業が採択される一定以上の雨量で、農地や農業用施設が崩壊または決壊し、1箇所の工
事費が40万円以上の場合は、事業が適用されます。

　事業実施するには、地元負担金（最高10％）があります。激甚災害指定をされれば補助率のかさ上
げがあり、負担率が軽減されます。
　ただし、農地については限度額があり、それを超える分は地元（本人）負担となります。

　災害対象となる台風・集中豪雨・長雨などで被災しましたら、地元負担金を支払う本人が直接本庁
農林整備課もしくは支所産業建設係にて7日以内に申請をしてください。（印鑑が必要）

　原則として災害発生年度から3年以内に復旧します。

●負担金

●申請時期・方法

●事業実施時期

※被災があっても、通常の維持管理不良と見られるものは採択されません。水路の清掃や水田の排水管理
　を行い、災害が起こる前に予防に努めましょう。
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全国レベルの生産者が同じ土俵で競い合う

　4月25日、市神楽会館で上記品評会表彰式が行

われました。｢今年度から市全体で一本化された品

評会であります。全国レベルの生産者が同じ土俵

で競い合うレベルの高い品評会となりました｣と

主催者を代表して市椎茸振興会の生野照雄会長が

あいさつをした後、入賞者の発表および表彰状の

授与が行われました。

　今回の品評会には冬菇（どんこ）、香菇（こうこ）、

香信（こうしん）の3種類（800g）、5部門に406点

が出品されました。受賞結果は下記のとおりです。

【敬称略】

豊後大野市乾椎茸品評会表彰式第２回

第２回豊後大野市乾椎茸品評会受賞一覧

朝地支部【団体準優勝】三重支部【団体優勝】

三浦　佳子（三重）／戸上　富勝（大野）／衛藤　秀一（大野）／小野　佳子（朝地）

工藤　正子（朝地）／小野　幸人（朝地）／麻生　光生（三重）／藤原　剛平（三重）

広岡　一幸（三重）／和田　定義（朝地）

生野　照雄（三重）／首藤　昭治（朝地）／佐藤　英典（三重）／三浦　佳子（三重）

藤原　剛平（三重）／羽田野豊文（朝地）／小野今朝則（朝地）／阿部　憲治（朝地）

一等：

二等：

三等：

〈優等〉羽田野憲元（朝地）天白冬菇の部

安藤　秋吉（大野）／首藤千代美（三重）／三浦　千秋（三重）／小野　晋作（朝地）／羽田野鶴喜（朝地）／羽田野智子（朝地）

安達　良治（三重）／羽田野千代美（三重）／羽田野善士（三重）／佐藤　要平（三重）／平井　修二（大野）／首藤　岩光（三重）

三浦　千秋（三重）／安藤　智教（緒方）／森　　喜秀（朝地）

首藤　幸光（三重）／平井　修二（大野）／深田　隆雄（三重）／盛池　良治（三重）

首藤　岩光（三重）／見平　寛二（三重）／三浦　佳子（三重）／森　　秀一（朝地）

小野　幸人（朝地）／森　　憲一（朝地）／和田　定義（朝地）／三浦　寛子（三重）

一等：

二等：

三等：

〈優等〉三浦　孝光（三重）茶花冬菇の部

小野　祝保（三重）／小野九洲男（朝地）／

佐藤　紀代（三重）／佐藤　英典（三重）／三浦　孝光（三重）／麻生　光生（三重）

首藤千代美（三重）／見平　寛二（三重）／首藤　岩光（三重）／小野　光子（三重）

一等：

二等：

三等：

〈優等〉小野　晋作（朝地）香信の部

安達　良治（三重）／三浦　孝光（三重）

三浦　孝光（三重）／小野九洲男（朝地）／安達　奠充（三重）

和田　京子（朝地）／三浦リツヱ（三重）／盛池　義美（三重）／麻生　光生（三重）

一等：

二等：

三等：

〈優等〉三浦　孝光（三重）上冬菇の部

小野　光子（三重）／工藤　壽信（朝地）／羽田野幸子（朝地）／小野　祝保（三重）

三浦　千秋（三重）／麻生　光生（三重）

後藤　正雄（大野）／安藤　智教（緒方）／佐藤　英典（三重）／麻生　英美（三重）

工藤　正子（朝地）／三浦　千秋（三重）／麻生　光生（三重）／小野　祝保（三重）

後藤　正雄（大野）／麻生　光生（三重）／見平ヒデ子（三重）／小野伊八郎（朝地）

安達トシエ（三重）／小野　光子（三重）／首藤　岩光（三重）／羽田野善士（三重）

三浦　千秋（三重）／佐藤　紀代（三重）／伊見　二郎（三重）／宮成　春夫（千歳）

一等：

二等：

三等：

〈優等〉小野　晋作（朝地）香菇の部



　大分県立緒方工業高等学校同窓会｢祖傾会｣（会長：飯塚 敏昭 氏）

の皆さんが緒方小学校へ100万円もの多額のご寄付をいただきまし

た。

　これは、昭和38年４月１日に大分県立緒方工業高等学校が開校し

た当時、開校したものの校舎も無く、緒方町立緒方小学校の一部を

借用し、仮校舎として開校した歴史があり、その際、大変お世話になっ

た緒方町立緒方小学校へのお礼と、児童教育の一環として、蔵書の充実に役立てていただきたいと、これまで

蓄えてこられた同窓会費の一部をご寄付されたものです。

　今後、寄付金については基金として管理、緒方小学校図書室内に、｢祖傾会文庫｣のスペースを設置し、役立た

せていただきます。

　平成21年５月１日、石場ダム（臼杵市野津町）で水難救助訓練中に

隊員1人が亡くなられた事故が発生したことから、県防災航空隊では、

この日を｢安全を誓う日｣と定め、

再発防止を誓う式典を県央飛行場

（大野町）で毎年実施しています。

　式では、亡くなった隊員のご遺

族や関係者約50人が出席し、隊

員の冥福を祈るとともに、二度と

事故を起こさないといった誓いを

再度胸に刻みました。

　看護週間事業の一環として、5月8日、市内の4つの医療機関において

三重総合高校の学生による一日看護体験が行われました。これは｢看護

の心｣の普及啓発を通じて、看護についての関心を高め、看護職員等の

就業促進を図り、活気ある長寿社会づくりに寄与することを目的に実施

されるものです。

　患者さんに足浴の介助をした坂本雄佐さん（3年）は｢初めてで難し

かったですが、今日の体験を通じて将来、看護師になるという夢が膨

らみました｣と。また患者さんのお話を傾聴した衛藤都百姫さん（2年）

も｢私も将来は看護師になります｣と力強く語られました。

開校当時のお礼と児童教育の一環として

▲4月 24日、祖傾会の皆さんから久保田教育長へ
　寄付金が贈呈

▲黙祷をささげる県防災航空隊員

▲献花をされるご遺族

▲｢かゆいとこなどないですか？｣
　患者さんとの会話も大切

◀笑顔で傾聴

再発防止を誓う　｢安全を誓う日｣

緒方小学校に｢祖傾会文庫｣を設置します

｢将来の夢が
膨らんだ｣
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■市営住宅
町 名 住 宅 名 建 設 年 度 戸 数 規 格 家 賃 （ 円 ） 申 込 区 分

三 重 町

向 田 住 宅 Ｓ ５ ６ １ 戸 ４ Ｋ 1 6 , 4 0 0 ～ 2 4 , 4 0 0

Ａ ・ ＣＳ ６ ０ １ 戸 ３ Ｄ Ｋ 1 5 , 8 0 0 ～ 2 3 , 5 0 0

東 営 住 宅 Ｈ １ １ １ 戸 ３ Ｄ Ｋ 2 6 , 7 0 0 ～ 3 9 , 7 0 0
Ｈ １ ６ １ 戸 ２ Ｌ Ｄ Ｋ 2 3 , 7 0 0 ～ 3 5 , 3 0 0

朝 日 ヶ 丘 住 宅 Ｈ １ ８ １ 戸 ３ Ｌ Ｄ Ｋ 2 8 , 1 0 0 ～ 4 1 , 9 0 0 Ａ ・ Ｄ

大 野 町 中 原 住 宅 Ｓ ５ ４ １ 戸 ４ Ｋ 1 1 , 8 0 0 ～ 1 7 , 6 0 0 Ａ ・ Ｅ
も み じ ヶ 丘 住 宅 Ｈ １ ２ １ 戸 ２ Ｄ Ｋ 1 7 , 4 0 0 ～ 2 5 , 9 0 0 Ａ ・ Ｄ千 歳 町 壱 丁 田 住 宅 Ｈ ４ １ 戸 ２ Ｌ Ｄ Ｋ 2 1 , 1 0 0 ～ 3 1 , 5 0 0

犬 飼 町 久 原 住 宅 Ｈ １ ８ １ 戸 ２ Ｄ Ｋ 2 3 , 4 0 0 ～ 3 4 , 9 0 0 Ａ ・ Ｃ上 津 尾 住 宅 Ｓ ５ ２ １ 戸 ３ Ｋ 1 2 , 5 0 0 ～ 1 8 , 6 0 0
■特定公共賃貸住宅・まちづくり促進住宅

町 名 住 宅 名 建 設 年 度 戸 数 規 格 家 賃 （ 円 ） 申 込 区 分
三 重 町 東 営 住 宅 Ｈ １ ５ １ 戸 ３ Ｌ Ｄ Ｋ 5 0 , 0 0 0

Ｂ ・ Ｄ緒 方 町 フ ォ レ ス ト お が た Ｈ ９ １ 戸 ３ Ｄ Ｋ 3 9 , 0 0 0  ( + 共 益 費 2 , 0 0 0 )
千 歳 町 さ わ や か 団 地 千 歳 Ｈ １ ７ １ 戸 ３ Ｌ Ｄ Ｋ 5 0 , 0 0 0

■県営住宅
町 名 住 宅 名 建 設 年 度 戸 数 規 格 家 賃 （ 円 ） 申 込 区 分

三 重 町 津 留 前 住 宅 Ｈ ８ １ 戸 ２ Ｄ Ｋ 1 9 , 5 0 0 ～ 2 9 , 0 0 0
Ａ ・ Ｅ清 川 町 柳 井 田 住 宅 Ｓ ５ ６ １ 戸 ４ Ｋ 1 6 , 5 0 0 ～ 2 4 , 6 0 0

犬 飼 町 上 津 尾 住 宅 Ｈ １ ０ １ 戸 ３ Ｄ Ｋ 2 3 , 2 0 0 ～ 3 4 , 6 0 0
■県営住宅（高齢者等向）

町 名 住 宅 名 建 設 年 度 戸 数 規 格 家 賃 （ 円 ） 申 込 区 分
三 重 町 津 留 前 住 宅 Ｈ ８ １ 戸 ３ Ｄ Ｋ 2 5 , 0 0 0 ～ 3 7 , 2 0 0 Ａ ・ Ｅ ・ Ｆ 　大 野 町 も み じ ヶ 丘 住 宅 Ｈ １ ４ １ 戸 ２ Ｌ Ｄ Ｋ 2 2 , 3 0 0 ～ 3 3 , 2 0 0

■県営住宅（随時募集）
三重町；向田住宅（５戸）、犬飼町；上津尾住宅（２戸）上記とは別の物件を随時募集しています
※ 駐車場使用料金・浄化槽使用料金が別途かかる住宅があります。

日本一しいたけセミナー　開講 「原木しいたけ栽培の基礎知識セミナー」
原木乾しいたけ日本一の豊後大野市で、新たに栽培を始めたい方、研究したい方におススメのセミナーです。
講師は、原木しいたけ栽培に精通した専門家をお招きします。

ハローワーク豊後大野（５月１５日現在）
①溶接金網製造工 １３万円～１４万円 ②医療事務 １３万円～１５万円 ③事務員 １１万円～１３万円

④養鶏作業員 １３万円～１６万円 ⑤調理員 １４万円 ⑥素材共販業務 １５万円

⑦正・准看護師 １７万円～１９万円 ⑧事務員 １４万円 ⑨販売作業員 １３万円

⑩土木作業員 １６万円～１８万円 ⑪保育士（パート） ８００円～１，０００円 ⑫医療事務（パート） ８５０円～９５０円

⑬製造員（パート） ６５３円 ⑭花き栽培（パート） ７５０円 ⑮清掃作業員（パート）６５３円

　豊後大野市

問ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

■申込区分
Ａ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた金額が１８９万６千円以下

であること
（世帯の状況により異なります）

Ｂ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた金額が１８９万６千円を超
え、５８４万４千円以下であること
（世帯の状況により異なります）

Ｃ　同居する親族（婚約者を含む）があること
（ただし、入居者が６０歳以上の方もしくは障がいのある方などは単身入居

が可能となりますので、詳細についてはお問い合わせください）
Ｄ　同居する親族（婚約者を含む）があること
Ｅ　単身入居が可能

（なお、同居する親族があっても入居が可能です）
Ｆ　優先入居が可能

（入居者が６０歳以上の方もしくは入居者または同居者に身障者の方がいる
ことが要件となりますので、詳細についてはお問い合わせください）

■申込資格
ア　住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がないこと）
イ　県税、市税等の滞納がないこと
ウ　入居者または同居しようとする親族が暴力団員による不当な行為の防止等に

関する法律第２条第６号に規定する暴力団員でないこと（申込み時に誓約書
の提出が必要）

※入居時に敷金（入居時家賃額の３ヶ月分）の納付および連帯保証人（市営は市
内在住者、県営は県内在住者）が２名必要です。

■申込方法
【市営】本庁建設課または各支所産業建設係に備えている市営住宅入居申込書

に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
（市営住宅入居申込書はＨＰからダウンロードすることもできます。）

【県営】大分県住宅供給公社豊肥駐在所 ( 豊後大野土木事務所内 ) にある申込 
み用紙に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。

なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もありますので、あらかじめご了承
ください。
※申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課にお問い合わせください。

■募集期間
【市営】６月３日（月）～６月１１日（火）　８時３０分～１７時まで
【県営】６月１０日（月）～６月１７日（月）１０時～１７時まで

※土・日曜日、祝・祭日を除く。

■公開抽選及び入居説明会
【市営】○日時　６月１３日（木）　１３時３０分～

○場所　豊後大野市役所２階  第２会議室
【県営】○日時　６月２５日（火）　１１時～

○場所　大分県豊後大野総合庁舎２階　入札室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■問い合わせ先
【市営】豊後大野市役所建設課住宅係　　☎0974-22-1001(内線2358～60)
【県営】大分県住宅供給公社豊肥駐在所　☎0974-22-1740

求人情報

セミナースケジュール　※Ａコース／ 15時～ 17時　Ｂコース／ 18時～ 20時
１回 6月20日（木） 原木の選定と伐採 ４回 8月１日（木） きのこの生理、生態
２回 6月27日（木） 椎茸菌の選び方 ５回 8月22日（木） 害菌、害虫対策、採取、乾燥技術
３回 7月18日（木） 玉切り、植菌、伏せ込み ６回 8月29日（木） 椎茸選別、椎茸栽培の経営

会場：大分県農林水産研究指導センター（三重町赤嶺 2369 番地）
定員：各コース１０名程度
問豊後大野市雇用創造協議会　☎ 0974-22-2627　Fax 0974-22-6101　URL http://www.bungoono.biz
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問 〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200番地
豊後大野市役所 総務課 秘書広報係

☎ 0974-22-1001（内線2413）
市内無料電話 9-22-1001（内線2413）

み

ひろば

なのん

　市民の皆さんが行う活動の参加者・会
員募集、またイベントの周知など、いろい
ろな情報を掲載します（営利目的のもの
などは掲載できません）。皆さんからの
情報をお待ちしています（誌面の都合で
掲載できないこともありますので、ご了
承ください）。

◆日　　時　　６月１６日（日）
◆場　　所　　臼杵市大字市浜上市浜２　

（市浜クラブ）
◆集合場所　　市役所（貸切バスにて）
◆日　　程　　出発　８時３０分　　
　　　　　　　市役所到着　１５時
◆内　　容　　①講演会「いのち」　
　　　　　　　②交流会（昼食カレーライス）
◆対　　象　　会員の方・一般のひとり親

家庭の方々
◆参 加 料 　　無料
◆申込締切日　６月１０日（月）
※昼食は、こちらで準備
します。
※参加希望の方は、下記
へご連絡ください。
※たくさんの方のご参加
をお待ちしています。

◆日　　時　６月１６日（日）
◆時　　間　13時～16時
◆場　　所　豊後大野市神楽会館
◆入 場 料 　前売 大人 1,000円（当日1,500円）

中学生以下 500円（当日1,000円）
◆出演団体　黒松神楽

竹野浦神楽保存会
◆チケット　神楽会館、エイトピアおおの、

市内各公民館、ローソンチケット

母子寡婦連合会からのお知らせ

問神楽会館　
☎0974-35-2372　市内無料電話 9-35-2372

☆ブロック別母子会の交流会について☆
（佐伯市・津久見市・臼杵市・豊後大野市）

母子寡婦福祉連合会長　
　案部　０９７４-２２-０６１２
社会福祉課 こども支援室　
　０９７４-２２-１００１（内線２１５１）

１２

問い合わせ先

神楽会館一般公演

▲黒松神楽

▲竹野浦神楽保存会

　各地域の生涯学習活動を応援する
ため 7 名と 20 団体の『豊後大野市
生涯学習サポートチーム』が組織化
されています。自治会や小グループ
等での各種学習活動に活用していた
だきますようお願いします。身体を動
かす各種ダンス、音楽・芸術の分野、
英会話等の指導を通じて、楽しく学び

あう会となると思います。また、
講師の募集も随時行っています。野菜作
り、料理、盆栽の手入れ等幅広い講師の
募集を行っています。講師依頼および講

師登録につきましては、各町の公民館へ連絡をお
願いします。

問社会教育課　社会教育係　0974-22-1001（内線2222）
　市内無料電話　9-22-1001（内線2222）

［
4
月
中
届
出
・「
」
内
は
保
護
者
　
敬
称
略
］ 

※
ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

【
三
重
】

●
川
野
　
友
紀
恵
（
ゆ
き
え
）

　
　﹁
晃
裕
・
二
奈
（
宮
尾
）」

●
佐
藤
　
全
（
ぜ
ん
）

　
　「
猛
・
雅
子
（
市
場
五
区
）」

●
肥
髙
　
桜
大
（
お
う
た
）

　
　「
裕
治
・
望（
上
赤
嶺
二
区
）」

●
桺
井
　
璃
空
（
り
く
）

　
　「
絢
伍
・
真
那（
肝
煎
一
区
）」

●
近
藤
　
遥
真
（
は
る
ま
）

　
　「
哲
也
・
千
晴
（
鬼
塚
）」

●
吉
良
田
　
さ
く
ら
（
さ
く
ら
）

　
　「
仁
・
美
保
（
入
北
）」

●
佐
藤
　
亜
唯
瑠
（
あ
い
る
）

　
　「
義
幸
・
真
弓
（
三
重
原
）」

●
赤
嶺
　
妃
那
乃
（
ひ
な
の
）

　
　「
秀
樹
・
あ
ゆ
み（
上
小
坂
）」

●
佐
藤
　
湊
（
み
な
と
）

　
　「
忍
・
彩
香
（
深
田
）」

●
小
野
　
夢
恋
（
み
ら
い
）

　
　「
富
福
・
美
華（
久
知
良
一
区
）」

【
清
川
】

●
深
田
　
猛
琉
（
た
け
る
）

　
　「
正
也
・
光
代
（
砂
田
）」

【
緒
方
】

●
阿
南
　
実
怜
（
み
れ
い
）

　
　「
亮
太
郎
・
江
里
奈
（
辻
）」

●
丸
小
野
　
幸
之
介（
こ
う
の
す
け
）

　
　「
朋
幸
・
幸
恵
（
下
自
在
）」

●
原
田
　
朔
弥
（
さ
く
や
）

　
　「
高
志
・
千
春
（
志
賀
）」

【
大
野
】

●
後
藤
　
悠
斗
（
は
る
と
）

　
　「
政
道
・
美
紀（
大
野
町
町
）」

●
田
邊
　
愛
佳
（
あ
い
か
）

　
　「
正
明
・
佳
代
子
（
田
代
）」

●
佐
藤
　
歌
音
（
か
の
ん
）

　
　「
龍
太
朗
・
由
香
利（
大
野
大
原
）」

●
後
藤
　
芽
生
（
め
い
）

　
　「
弘
樹
・
静
香
（
中
原
）」

［
4
月
中
届
出
　
敬
称
略
］

※
ご
家
族
が
同
意
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す

【
三
重
】

●
波
津
久
　
正
友
（
81
・
菅
生
）

●
藤
田
　
輝
行
（
61
・
深
野
）

●
三
浦
　
武
治（
63
・
市
場
一
区
）

●
富
樫
　
健
吉（
83
・
市
場
四
区
）

●
後
　
　
健
夫（
77
・
市
場
四
区
）

●
桑
原
　
草
章
（
65
・
市
原
）

●
木
寺
　
三
郎
（
78
・
上
赤
嶺
二
区
）

●
毛
利
　
サ
ワ
子
（
95
・
肝
煎
二
区
）

●
大
観
　
慈
峯
（
90
・
内
山
）

●
赤
嶺
　
ヨ
シ
子
（
89
・
下
赤
嶺
岡
）

●
阿
南
　
惠
子（
82
・下
赤
嶺
中
の
原
）

●
葊
瀬
　
ヤ
ク
（
95
・
上
小
坂
）

●
二
宮
　
ミ
ツ
子（
89
・
前
内
田
）

●
小
澤
　
敬
（
89
・
中
玉
田
）

●
矢
羽
田
　
克
明（
93
・
中
玉
田
）

●
三
浦
　
久
子
（
90
・
代
）

●
甲
斐
　
芳
隆
（
65
・
光
明
寮
）

●
佐
　
　
キ
ヌ
ヱ（
96
・
紫
雲
荘
）

【
清
川
】

●
衞
藤
　
勇
（
88
・
伏
野
）

●
山
田
　
武
雄
（
99
・
砂
田
）

●
小
野
　
秀
子
（
77
・
雨
堤
）

●
佐
　
　
ツ
ギ
ヱ
（
95
・
臼
尾
）

【
緒
方
】

●
堀
　
シ
ズ
コ
（
88
・
木
野
）

●
柳
井
　
憲
士
（
89
・
上
年
野
）

●
田
部
　
省
三
（
87
・
小
宛
）

●
阿
南
　
ツ
ギ
（
79
・
小
宛
）

●
後
　
　
茂
喜
（
89
・
軸
丸
北
）

●
首
藤
　
ツ
ギ
コ（
98
・
上
犬
塚
）

【
朝
地
】

●
古
澤
　
壽
（
98
・
近
地
）

●
大
星
　
照
男
（
86
・
朝
地
）

●
東
藤
　
文
子
（
97
・
下
野
）

●
三
浦
　
博
資
（
65
・
下
野
）

●
小
野
　
久
喜
（
92
・
梨
原
）

●
羽
田
野
　
大
作
（
59
・
鳥
屋
）

【
大
野
】

●
工
藤
　
ヨ
シ
コ（
105
・
妙
勝
庵
）

●
足
立
　
亘
生
（
86
・
宮
迫
）

●
伊
東
　
ハ
ス
ヱ
（
82
・
片
島
）

●
菅
　
ア
ヤ
ヲ
（
91
・
片
島
）

●
廣
瀨
　
美
代
子
（
82
・
片
島
）

●
羽
田
野
　
秋
代（
68
・
酒
井
寺
）

●
御
手
洗
　
則
子
（
88
・
屋
原
）

●
大
津
　
章
（
92
・
大
野
大
原
）

●
名
村
　
定
（
81
・
中
原
）

●
児
玉
　
志
津
子（
83
・
小
倉
木
）

●
足
立
　
早
史
（
93
・
中
土
師
）

【
千
歳
】

●
廣
瀬
　
ア
サ
コ
（
85
・
倉
波
）

●
渡
邉
　
清
子
（
64
・
漆
生
）

●
十
時
　
　
男
（
83
・
横
尾
）

【
犬
飼
】

●
木
本
　
惠
已
（
81
・
新
道
）

●
髙
柳
　
シ
ス
カ（
94
・
小
福
手
）

●
村
上
　
チ
ズ
子
（
79
・
犬
飼
津
留
）

●
和
泉
　
幸
男
（
93
・
久
原
上
）

♢
一
般
寄
付
等
［
敬
称
略
］

緒
方
小
学
校
へ

　
祖
傾
会（
緒
方
工
業
高
校
同
窓
会
）

お
誕
生
日

お
め
で
と
う

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

善
意
の
窓
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ぶんごおおのぶんごおおのぶんごおおの
BUNGOONOBUNGOONOBUNGOONOぶんごおおのぶんごおおの
BUNGOONOBUNGOONO

市

　自分の安全が確保された後に、周りの方と助け合うこ
とです。
　いざという時に一人ひとりがバラバラの行動をとって
いたのでは、せっかくの活動も十分な力を発揮すること
はできません。自分たちの住む地域は自分たちで守ると
いう、自主防災の気持ちが大切です。
　被害を最小限に食い止めるため、地域で防災訓練を計
画し、実施しましょう。

一昨年に続いての開催。地区民60人あまりが参加して、救急車を呼ぶ際の通報訓練、
初期消火訓練、簡易担架作成訓練、心肺蘇生訓練などを行いました。

報

市県民税、国民健康保険税、介護保険料、保育
料、認定こども園利用料、給食費、住宅等使用
料、水道料金、農業集落排水施設使用料、下水
道使用料、浄化槽使用料、ケーブルテレビ使用
料、養護老人ホーム入所負担金、やすらぎ団地
土地使用料、市営駐車場使用料、市有地貸付料

市県民税 国民健康保険税 介護保険料 保育

　写真は、犬飼町田原の小野勝教さん宅の
キモッコウバラ。約４５年前に植えられ、
奥さまの多津子さんが丁寧に株分けを。今
では幅約３０mほどとなっており、その光
景はまるで黄色の滝のよう。
　毎年４月下旬から３週間ほど可憐に花
を咲かせます。

　写真は、犬飼町田原の小野勝教さん宅の
キモッコウバラ。約４５年前に植えられ、
奥さまの多津子さんが丁寧に株分けを。今
では幅約３０mほどとなっており、その光
景はまるで黄色の滝のよう。
　毎年４月下旬から３週間ほど可憐に花
を咲かせます。

納税等のご案内

納期限（口座振替日）　７月１日（月）
※ケーブルテレビ使用料６月26日（水）

発行／豊後大野市　　編集／総務課
〒879-7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　TEL 0974（22）1001　FAX 0974（22）3361
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/

ケーブルテレビの相談については、大分ケーブルテレコム㈱カスタマーセンター（☎0974-24-5023）までご連絡を!24時間受付

ま
ち
の
う
ご
き

●人　口
●　男
●　女
●世帯数

39,523人
18,306人
21,217人

16,540世帯

（－3人）
（＋6人）
（－9人）
（＋65世帯）

平成25年４月30日現在（  ）内は前月比

う
ご
き

●　女
●世帯数

21,217人
16,540世帯

（ 9人）
（＋65世帯）

平成25年４月30日現在（ ）内は前月比

今 〈キモッコウバラ〉月 花の今 〈キモッコウバラ〉月 花の
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橋本市長就任あいさつ ………………………………P2～3

豊後大野市畜産センター開所式……………………‥‥P4

第２回乾椎茸品評会表彰式……………………………‥P8

ぶんごおおのトピックス …………………………P9～11

市有地を売却します／国有財産を売却します……… P16

くらしのお知らせ…………………………………P18～19

アケボノツツジが見頃を迎え、登山者の疲れを癒してくれる
（祖母山、黒金尾根登山道にて）

傾山の登山者最高齢者の田中安正さん（佐伯市）。御年89歳、ご苦労さまでした。

5月3日 「祖母山」山開き

4月29日 「傾山」山開き

山
頂
に
響
く 

万
歳
三
唱
の
声

い
よ
い
よ
到
来
! 

登
山
シ
ー
ズ
ン
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▲4月29日に行われた三重町松尾地区 防災訓練のようす

皆さんの身の回りのキラリ人をご紹介ください。
問総務課 秘書広報係　☎0974-22-1001（内線2413） 市内無料電話9-22-1001（内線2413）

問い合わせ先　総務課 地域安全係 ☎0974-22-1001（内線2409）　市内無料電話 ☎9-22-1001（内線2409）

▲お手柄の愛犬マルと微笑むふじ代さん

　災害発生時は、まずは自分の身は自分で守ることが一番重要です。「防災のしお
り」を定期的にご覧いただき、いざという時の備えをお願いします。また、普段から
家族で防災について話し合いましょう。

災害への備えは
　　　万全ですか？
｢どこに避難する？｣｢家のまわりの危険区域は？｣

｢隣の家のおじいちゃん、おばあちゃんは
　　　　　　　　　　　　　　大丈夫かな？｣

自助…自らの安全は自分で守る

共助…私たちの地域はみんなで守る

集中豪雨・台風

ラリ人ラリ人
白石ふじ代さん 愛犬マル

（三重町小坂在住）

　今月号で紹介するキラリ人、そしてキラリ犬は、三重町小坂の白石ふ
じ代さんと愛犬マルです。
　マルが白石家に来たのは4年前頃。友人からもらったそうで、ふじ代
さんとの毎朝の散歩が日課となっています。
　５月６日の早朝、いつものように、いつものコースをマルと散歩して
いた時のことです。杉林を横目に歩いていたのですが、突然、マルがコ
ースをＵターン。ふじ代さんも不思議に思いながらもマルに引っ張ら
れあとをついていくと、切り株がある場所でマルが止まりました。ふじ
代さんが覗き込んで見ると、ポイ捨てされたタバコから煙があがって
おり、徐々にバチバチと音をたて
炎が燃え広がりました。ふじ代さ
んが持っていたペットボトルの
水をかけても消えず、運良く近く
の墓地の共同水栓の水を利用し
て消火することができました。
　｢あの時、マルが戻っていなか
ったら、私も火に気づくこともな
かったと思います｣と語るふじ代
さん、マルのお手柄はご近所でも
評判となっているようです。

白石ふじ代白白白石石石ふふふ 代代代代じじ さんんさん 愛犬マル愛愛愛犬犬犬ママルマ

ラリ犬

　４月２９日に傾山の、５月３日に祖母山の山開きが行われ、
両日とも晴天に恵まれたおかげで、たくさんの登山者で賑わ
いました。山頂祭で今シーズンの安全を祈願し、登頂の喜びを
祝って万歳三唱。皆さんの笑顔とともに歓声が響きわたりま
した。
　いよいよ登山シーズン到来です。安全・体調管理には十分
注意し、夏山を楽しみましょう。

豊後
大野
の

ここ消せ｢ワンワン！｣お手柄わんちゃん じじじじじじじ




